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北九州唯一の特定機能病院の大学病院では、
同一メーカー製リニアック3 台体制を構築して
IMRT、定位照射等の高精度放射線治療を推進中
北九州市の産業医科大学病院は、「働く人を守る」ことを目指して、質の高い医療と教育を提供してきたことで広く知られる。
2023年には急性期診療棟を建設し、手術室をハイブリッド手術室含む17室にするなど、現在、急性期医療の充実化に努めている。
放射線治療分野では、「働きながら治療」推進のため、2019年にリニアックセンターとなる南別館を建設して高性能リニアックを導入。
さらに本年、同一メーカー製装置を2台追加導入し、高性能リニアック3台という強固な体制を構築している。
同院の診療の現況と、新放射線治療装置への期待等について、病院ならびに放射線治療科のトップの方 に々聞いた。

産業医科大学病院

2025 年 8 月に産業医科大学病院に導入されたエレクタ製リニアック「Elekta 
Harmony」。高精度な放射線治療が可能なだけでなく、担当者の業務負
担やワークフローの効率化に貢献できる機能を多数搭載している。

福岡県

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
も
、「V

ersa 
HD

」は
有
用
な
装
置
で
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

―
―
２
０
２
５
年
に
「Versa HD
」
と
「Elekta 

Harm
ony

」
を
追
加
導
入
し
て
い
ま
す
。 

　

南
別
館
は
、
設
計
時
か
ら
放
射
線
治
療
室
を
３

室
用
意
し
ま
し
た
。
２
台
２
部
屋
の
場
合
、
１
台

が
更
新
な
ど
で
数
ヵ
月
使
用
で
き
な
い
と
運
営
に

支
障
を
来
し
ま
す
し
、
今
後
の
治
療
件
数
の
増

加
に
も
対
応
で
き
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
既

に
２
台
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
で
の
稼
働
件
数
は
限
界
に

近
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
新
た
に
「Versa HD

」

と
「Elekta H

arm
ony

（
以
下
、H

arm
ony

）」

を
導
入
し
ま
し
た
。

「H
arm

ony

」
は
診
療
放
射
線
技
師
の
使
い
勝
手

が
考
慮
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
搭
載
さ
れ

て
い
る
な
ど
、
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
に
特
に
優
れ
た
性

能
を
有
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
の
載
せ

替
え
時
に
寝
台
の
位
置
を
か
な
り
下
げ
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
や
、
患
者
さ
ん
の
照
合
機
能
な
ど
、

安
全
面
に
も
配
慮
し
た
機
能
が
実
装
さ
れ
て
い

る
の
は
評
価
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。
加
え
て
、

「V
ersa H

D

」
と
同
じ
ビ
ー
ム
マ
ッ
チ
ン
グ
が
で

き
る
の
で
、
万
一
リ
ニ
ア
ッ
ク
が
故
障
等
で
動
か

ク
「Versa HD

」
を
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
以
前
か
ら
リ
ニ
ア
ッ
ク
は
２
台
あ

り
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
の
装
置
も
高
精
度
放
射

線
治
療
を
効
率
的
か
つ
精
度
良
く
行
う
に
は
不

向
き
な
装
置
で
あ
っ
た
た
め
、
２
０
１
９
年
の
南

別
館
開
館
と
同
時
に
１
台
を
増
設
す
る
こ
と
に

し
、
エ
レ
ク
タ
製
リ
ニ
ア
ッ
ク
「V

ersa H
D

」

を
導
入
し
ま
し
た
。「Versa HD

」
導
入
以
前
は
、

Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
の
実
施
件
数
は
年
間
１
０
０
件
以
下
で

し
た
が
、
同
リ
ニ
ア
ッ
ク
導
入
以
後
、
件
数
は
増

え
、
現
在
は
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
を
年
間
４
０
０
件
実
施
す

る
ほ
ど
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。
定
位
照
射
も

２
０
１
８
年
ま
で
は
年
間
１
桁
の
件
数
だ
っ
た
も

の
が
、
今
年
度
は
既
に
２
０
０
件
を
超
え
る
ま
で

に
件
数
が
増
え
て
い
ま
す
。

「V
ersa H

D

」
に
よ
る
治
療
を
５
年
間
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
想
像
以
上
に
精
度
が
良
い
こ
と

に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。「Versa HD

」
の
マ
ル
チ

リ
ー
フ
コ
リ
メ
ー
タ
「A

gility

」
と
放
射
線
治

療
計
画
シ
ス
テ
ム
「M

onaco

」
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
精
度
の
高
い
放
射
線
治
療
が
実
現

で
き
て
い
ま
す
。
エ
レ
ク
タ
製
の
マ
ル
チ
リ
ー
フ

コ
リ
メ
ー
タ
「A

gility

」
は
５
㎜
幅
の
リ
ー
フ
で

す
が
、
直
交
す
る
ダ
イ
ア
フ
ラ
ム
に
よ
っ
て
照
射

範
囲
を
細
か
く
セ
グ
メ
ン
ト
で
き
る
「
バ
ー
チ
ャ

ル
１
㎜
リ
ー
フ
」
が
、
細
や
か
か
つ
高
精
度
な
放

射
線
治
療
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。
リ
ニ
ア
ッ

ク
に
お
い
て
一
番
大
事
な
性
能
は
、
こ
の
マ
ル
チ

リ
ー
フ
の
精
度
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
リ
ー

フ
の
動
く
速
度
が
速
く
、
線
量
漏
れ
が
少
な
い

の
も
良
い
で
す
ね
。
速
さ
は
１
秒
間
に
６・５
㎝
、

ダ
イ
ア
フ
ラ
ム
は
１
秒
間
に
９
㎝
動
き
ま
す
し
、

漏
洩
線
量
は
０・５
％
未
満
と
非
常
に
優
れ
た
性

能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、放
射
線
治
療
計
画
シ
ス
テ
ム「M

onaco

」

は
、
同
じ
メ
ー
カ
ー
製
と
い
う
こ
と
か
ら
当
然
装

置
と
相
性
が
良
く
、
照
射
の
角
度
や
リ
ー
フ
の
位

置
、
Ｍ
Ｕ
値
な
ど
を
短
い
時
間
で
細
か
く
設
定
で

き
、
よ
り
短
時
間
で
の
照
射
を
可
能
に
し
て
い
ま

す
。
特
に
脳
転
移
腫
瘍
へ
の
照
射
は
、
従
来
の
定

位
照
射
の
専
用
機
な
ど
で
は
１
時
間
超
え
の

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
が
、「Versa HD

」
に
よ

る
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ
で
は
５
～
10
個
の
脳
転
移
腫
瘍
に
対

す
る
照
射
を
５
分
程
度
で
終
え
る
な
ど
、
ス
ル
ー

プ
ッ
ト
が
非
常
に
良
く
な
っ
て
い
ま
す
。
前
立
腺

が
ん
に
対
す
る
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
は
、
１
回
照
射
が
70
秒

台
、
そ
れ
を
20
回
で
治
療
し
て
お
り
、
患
者
さ

ん
の
負
担
も
従
来
か
ら
大
幅
に
低
減
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
乳
腺
に
対
す
る
寡
分
割
照
射
も
、

従
来
は
５
週
間
か
け
て
い
た
も
の
が
、
現
在
は
３

週
間
程
度
、
16
回
照
射
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
計
画
シ
ス
テ
ム
「M

onaco

」
は
、

多
様
な
コ
ス
ト
関
数
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

を
使
い
こ
な
す
こ
と
で
患
者
さ
ん
や
腫
瘍
の
状
況

に
応
じ
た
放
射
線
治
療
が
可
能
で
す
。
例
え
ば
、

悪
性
度
の
高
い
腫
瘍
に
対
し
て
は
、
照
射
す
る
中

心
部
の
線
量
を
上
げ
る
な
ど
の
腫
瘍
内
高
線
量

照
射
を
行
う
と
、
再
発
率
が
減
少
す
る
成
果
も
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1997 年産業医科大学医学部卒。 産業医科大学病院放
射線科入局、新日鉄八幡記念病院放射線科、産業医科
大学大学院　第一病理学を経て、 2016 年オランダ エラ
スムス大学 放射線腫瘍学 ハイパーサーミア部門留学。
同年より産業医科大学病院 放射線治療科 准教授、2019
年同科 診療教授／診療科長、現在に至る。

産
業
医
科
大
学
病
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あ
り
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
も
、「V

ersa 
HD

」は
有
用
な
装
置
で
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

―
―
２
０
２
５
年
に
「Versa HD
」
と
「Elekta 

Harm
ony

」
を
追
加
導
入
し
て
い
ま
す
。 

　

南
別
館
は
、
設
計
時
か
ら
放
射
線
治
療
室
を
３

室
用
意
し
ま
し
た
。
２
台
２
部
屋
の
場
合
、
１
台

が
更
新
な
ど
で
数
ヵ
月
使
用
で
き
な
い
と
運
営
に

支
障
を
来
し
ま
す
し
、
今
後
の
治
療
件
数
の
増

加
に
も
対
応
で
き
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
既

に
２
台
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
で
の
稼
働
件
数
は
限
界
に

近
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
新
た
に
「Versa HD

」

と
「Elekta H

arm
ony

（
以
下
、H

arm
ony

）」

を
導
入
し
ま
し
た
。

「H
arm

ony

」
は
診
療
放
射
線
技
師
の
使
い
勝
手

が
考
慮
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
搭
載
さ
れ

て
い
る
な
ど
、
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
に
特
に
優
れ
た
性

能
を
有
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
の
載
せ

替
え
時
に
寝
台
の
位
置
を
か
な
り
下
げ
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
や
、
患
者
さ
ん
の
照
合
機
能
な
ど
、

安
全
面
に
も
配
慮
し
た
機
能
が
実
装
さ
れ
て
い

る
の
は
評
価
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。
加
え
て
、

「V
ersa H

D

」
と
同
じ
ビ
ー
ム
マ
ッ
チ
ン
グ
が
で

き
る
の
で
、
万
一
リ
ニ
ア
ッ
ク
が
故
障
等
で
動
か

ク
「Versa HD

」
を
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
以
前
か
ら
リ
ニ
ア
ッ
ク
は
２
台
あ

り
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
の
装
置
も
高
精
度
放
射

線
治
療
を
効
率
的
か
つ
精
度
良
く
行
う
に
は
不

向
き
な
装
置
で
あ
っ
た
た
め
、
２
０
１
９
年
の
南

別
館
開
館
と
同
時
に
１
台
を
増
設
す
る
こ
と
に

し
、
エ
レ
ク
タ
製
リ
ニ
ア
ッ
ク
「V

ersa H
D

」

を
導
入
し
ま
し
た
。「Versa HD

」
導
入
以
前
は
、

Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
の
実
施
件
数
は
年
間
１
０
０
件
以
下
で

し
た
が
、
同
リ
ニ
ア
ッ
ク
導
入
以
後
、
件
数
は
増

え
、
現
在
は
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
を
年
間
４
０
０
件
実
施
す

る
ほ
ど
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。
定
位
照
射
も

２
０
１
８
年
ま
で
は
年
間
１
桁
の
件
数
だ
っ
た
も

の
が
、
今
年
度
は
既
に
２
０
０
件
を
超
え
る
ま
で

に
件
数
が
増
え
て
い
ま
す
。

「V
ersa H

D

」
に
よ
る
治
療
を
５
年
間
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
想
像
以
上
に
精
度
が
良
い
こ
と

に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。「Versa HD

」
の
マ
ル
チ

リ
ー
フ
コ
リ
メ
ー
タ
「A

gility

」
と
放
射
線
治

療
計
画
シ
ス
テ
ム
「M

onaco

」
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
精
度
の
高
い
放
射
線
治
療
が
実
現

で
き
て
い
ま
す
。
エ
レ
ク
タ
製
の
マ
ル
チ
リ
ー
フ

コ
リ
メ
ー
タ
「A

gility

」
は
５
㎜
幅
の
リ
ー
フ
で

す
が
、
直
交
す
る
ダ
イ
ア
フ
ラ
ム
に
よ
っ
て
照
射

範
囲
を
細
か
く
セ
グ
メ
ン
ト
で
き
る
「
バ
ー
チ
ャ

ル
１
㎜
リ
ー
フ
」
が
、
細
や
か
か
つ
高
精
度
な
放

射
線
治
療
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。
リ
ニ
ア
ッ

ク
に
お
い
て
一
番
大
事
な
性
能
は
、
こ
の
マ
ル
チ

リ
ー
フ
の
精
度
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
リ
ー

フ
の
動
く
速
度
が
速
く
、
線
量
漏
れ
が
少
な
い

の
も
良
い
で
す
ね
。
速
さ
は
１
秒
間
に
６・５
㎝
、

ダ
イ
ア
フ
ラ
ム
は
１
秒
間
に
９
㎝
動
き
ま
す
し
、

漏
洩
線
量
は
０・５
％
未
満
と
非
常
に
優
れ
た
性

能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、放
射
線
治
療
計
画
シ
ス
テ
ム「M

onaco

」

は
、
同
じ
メ
ー
カ
ー
製
と
い
う
こ
と
か
ら
当
然
装

置
と
相
性
が
良
く
、
照
射
の
角
度
や
リ
ー
フ
の
位

置
、
Ｍ
Ｕ
値
な
ど
を
短
い
時
間
で
細
か
く
設
定
で

き
、
よ
り
短
時
間
で
の
照
射
を
可
能
に
し
て
い
ま

す
。
特
に
脳
転
移
腫
瘍
へ
の
照
射
は
、
従
来
の
定

位
照
射
の
専
用
機
な
ど
で
は
１
時
間
超
え
の

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
が
、「Versa HD

」
に
よ

る
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ
で
は
５
～
10
個
の
脳
転
移
腫
瘍
に
対

す
る
照
射
を
５
分
程
度
で
終
え
る
な
ど
、
ス
ル
ー

プ
ッ
ト
が
非
常
に
良
く
な
っ
て
い
ま
す
。
前
立
腺

が
ん
に
対
す
る
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
は
、
１
回
照
射
が
70
秒

台
、
そ
れ
を
20
回
で
治
療
し
て
お
り
、
患
者
さ

ん
の
負
担
も
従
来
か
ら
大
幅
に
低
減
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
乳
腺
に
対
す
る
寡
分
割
照
射
も
、

従
来
は
５
週
間
か
け
て
い
た
も
の
が
、
現
在
は
３

週
間
程
度
、
16
回
照
射
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
計
画
シ
ス
テ
ム
「M

onaco

」
は
、

多
様
な
コ
ス
ト
関
数
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

を
使
い
こ
な
す
こ
と
で
患
者
さ
ん
や
腫
瘍
の
状
況

に
応
じ
た
放
射
線
治
療
が
可
能
で
す
。
例
え
ば
、

悪
性
度
の
高
い
腫
瘍
に
対
し
て
は
、
照
射
す
る
中

心
部
の
線
量
を
上
げ
る
な
ど
の
腫
瘍
内
高
線
量

照
射
を
行
う
と
、
再
発
率
が
減
少
す
る
成
果
も

―
―
放
射
線
治
療
科
の
概
要
と
現
況
か
ら
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

２
０
１
５
年
に
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
と

し
て
の
体
制
を
よ
り
強
化
す
る
た
め
、
放
射
線

科
か
ら
放
射
線
治
療
科
が
独
立
、
新
設
さ
れ
て

い
ま
す
。
２
０
１
９
年
に
は
リ
ニ
ア
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
と
な
る
南
別
館
が
竣
工
し
、
同
館
へ
放
射
線

治
療
関
連
施
設
が
移
設
さ
れ
ま
し
た
。
放
射
線

治
療
医
は
６
名
、
診
療
放
射
線
技
師
が
11
名
所

属
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
内
、
医
学
物
理
士
の
資

格
を
有
す
る
者
が
２
名
、
品
質
管
理
士
が
１
名
、

放
射
線
治
療
専
門
放
射
線
技
師
が
２
名
含
ま
れ

ま
す
。
こ
の
他
に
放
射
線
治
療
科
に
所
属
す
る

看
護
師
が
３
名
、
受
付
事
務
員
が
２
名
お
り
、

充
実
し
た
陣
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
患
者
数
は
実

人
数
で
年
間
８
０
０
名
、
照
射
件
数
は
１
０
０
０

件
を
超
え
て
お
り
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
当
院
で
は
リ
ニ
ア
ッ
ク
に
よ
る
放
射
線

治
療
ば
か
り
で
な
く
、
小
線
源
治
療
や
ハ
イ
パ
ー

サ
ー
ミ
ア
（
温
熱
療
法
）
に
よ
る
治
療
も
行
っ
て

い
ま
す
。
特
に
ハ
イ
パ
ー
サ
ー
ミ
ア
は
開
学
以
来

取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、
年
間
１
０
０
名
程
度
の

患
者
さ
ん
を
治
療
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
高
精

度
な
放
射
線
治
療
と
組
み
合
わ
せ
、
よ
り
良
い

治
療
成
績
を
出
そ
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
当
院
の
放
射
線
治
療
科
の
特
色
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。
小
線
源
治
療
も
、
子
宮
頸
が
ん
へ

の
治
療
を
中
心
に
、
画
像
誘
導
小
線
源
治
療
や

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
照
射
な
ど
先
進
的
な
取
り
組
み
も

行
っ
て
い
ま
す
。

―
―
南
別
館
完
成
の
際
に
エ
レ
ク
タ
製
リ
ニ
ア
ッ
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高
性
能
リ
ニ
ア
ッ
ク
３
台
と
最
新
の
Ｑ
Ａ
ソ
リ
ュー
シ
ョ
ン
群
が

放
射
線
治
療
の
質
向
上
と
各
種
業
務
の
効
率
化
に
貢
献
す
る

2025 年に導入された「Versa HD」の同院２号機。同院のリニアッ
ク全てに光学式体表面トラッキングシステム「Catalyst HD」を実
装。リアルタイムで身体の動きをモニタリングすることで、より高精
度な放射線治療を実現している。

2019 年に導入された「Versa HD」の同院１号機。放射線治療
用に新設された南別館に設置され、同院におけるIMRT や定位
照射などの高精度放射線治療の件数増に大きく貢献している。

あ
り
ま
す
。
こ
の
深
吸
気
息
止
め
照
射
を
す
る

際
に
、
治
療
計
画
用
Ｃ
Ｔ
室
に
設
置
し
た

「Sentinel

」
を
用
い
る
と
“
深
吸
気
息
止
め
”
の

状
態
を
治
療
計
画
段
階
で
把
握
し
、
そ
の
状
態

を
治
療
室
で
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
治

療
精
度
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

乳
腺
だ
け
で
な
く
、
肺
が
ん
や
膵
が
ん
で
も
利
用

で
き
な
い
か
、
検
討
中
で
す
。

　

な
お
、「Catalyst H

D

」は
３
台
の
リ
ニ
ア
ッ

ク
全
て
に
設
置
し
て
お
り
、
こ
れ
に
加
え
て
、

「Sentinel

」、
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｔ
を
フ
ル
活
用
し
て
、
治

療
精
度
を
担
保
し
て
い
ま
す
。

―
―
放
射
線
治
療
科
の
今
後
の
展
望
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

リ
ニ
ア
ッ
ク
３
台
体
制
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、

当
初
、
こ
の
南
別
館
が
建
て
ら
れ
た
と
き
に
思
い

描
い
て
い
た
体
制
が
形
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
れ
故
、
今
後
は
結
果
や
成
果
を
出
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
前
述
の
ハ

イ
パ
ー
サ
ー
ミ
ア
と
高
精
度
放
射
線
治
療
を
組

み
合
わ
せ
た
膵
が
ん
へ
の
臨
床
試
験
な
ど
に
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
放
射
線
治
療
の
件
数
増
加
の
た
め
の
方
策

は
、
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

放
射
線
治
療
科
は
、
他
の
診
療
科
と
の
連
携

を
密
に
す
る
こ
と
で
治
療
件
数
を
伸
ば
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
脳
の
定
位
照
射
を
例
に
挙
げ
ま
す

と
、
脳
転
移
に
対
す
る
定
位
照
射
を
行
っ
た
患

者
さ
ん
に
は
新
た
な
転
移
が
見
つ
か
る
こ
と
が
多

い
の
で
、
放
射
線
治
療
科
で
は
他
科
と
同
じ
曜
日

に
再
診
予
約
を
入
れ
て
、
一
緒
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て

い
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検

査
も
事
前
に
オ
ー
ダ
ー
し
て
お
き
、
頭
部
に
転
移

巣
が
見
つ
か
れ
ば
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
ぐ
治

療
し
ま
す
。

　

な
お
、
依
頼
さ
れ
た
治
療
を
行
う
だ
け
で
な

く
、
放
射
線
治
療
科
も
可
能
な
限
り
、
当
該
患

者
さ
ん
を
フ
ォ
ロ
ー
し
、
追
加
の
放
射
線
治
療

の
実
施
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
カ
ル

テ
に
放
射
線
治
療
の
成
果
を
画
像
等
を
含
め
明

確
に
残
し
て
他
科
の
医
師
た
ち
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
、
放
射
線
治
療
の
有
用
性
を
知
っ
て
も
ら
う

よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

―
―
３
台
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
全
て
に
光
学
式
ト
ラ
ッ

キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
実
装
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
の
「Versa HD

」
設
置
時
に
Ｃ-

Ｒ
Ａ
Ｄ
社
の
体
表
面
光
学
式
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
「Catalyst H

D

」
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ

の
シ
ス
テ
ム
は
光
学
式
な
の
で
無
被
ば
く
で
あ
り
、

胸
壁
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
位
の
皮
膚
の
動
き

を
モ
ニ
タ
ー
で
き
る
の
で
、
照
射
中
の
患
者
の
動

き
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
捉
え
、
よ
り
精
度
の
高
い

放
射
線
治
療
の
実
現
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

位
置
決
め
と
い
う
こ
と
で
は
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
に

搭
載
さ
れ
て
い
る
コ
ー
ン
ビ
ー
ム
Ｃ
Ｔ
（
Ｃ
Ｂ
Ｃ

Ｔ
）
も
た
い
へ
ん
優
れ
た
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
施
設
で
は
、
照
射
前
に
Ｃ
Ｔ
画
像
を
撮

影
し
て
、
治
療
計
画
用
の
Ｃ
Ｔ
画
像
と
マ
ッ
チ
ン

グ
を
行
い
、
線
量
分
布
を
修
正
し
た
り
し
て
い
ま

す
が
、
エ
レ
ク
タ
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
に
搭
載
さ
れ
て

い
る
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｔ
は
照
射
中
の
撮
像
も
可
能
で
す
。

例
え
ば
、
肺
が
ん
だ
と
照
射
中
微
妙
に
動
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
照
射
中
に
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｔ
で
撮
影

し
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
照
射
中
、
ど
の
部
分
に

実
際
に
照
射
が
為
さ
れ
た
か
の
答
え
合
わ
せ
が

で
き
る
の
で
す
。

　

肺
や
肝
臓
の
定
位
照
射
で
は
、
臓
器
が
動
く

の
で
、
狙
っ
た
が
ん
に
正
し
く
照
射
さ
れ
て
い
る

か
、
診
療
放
射
線
技
師
た
ち
も
不
安
を
抱
え
な

が
ら
照
射
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
３
台
の
リ

ニ
ア
ッ
ク
で
は
照
射
の
答
え
合
わ
せ
が
で
き
る
の

で
、
診
療
放
射
線
技
師
ら
に
と
っ
て
は
非
常
に
有

用
な
装
置
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
Ｃ-
Ｒ
Ａ
Ｄ
社
の
体
表
面
追
跡
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
「Sentinel
」
は
、
乳
腺
に
対
す
る

照
射
の
際
に
も
有
用
で
す
。
乳
が
ん
、
特
に
左
側

の
乳
房
に
あ
る
も
の
は
心
臓
に
近
い
の
で
、
心
臓

を
避
け
る
た
め
に
肺
を
膨
ら
ま
せ
て
心
臓
と
胸

壁
の
距
離
を
広
げ
た
状
態
で
照
射
す
る
必
要
が

な
く
な
っ
て
も
、「H

arm
ony

」
で
代
替
可
能
で

あ
る
こ
と
も
安
心
感
を
抱
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

―
―
２
種
類
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
を
、
ど
の
よ
う
に
使

い
分
け
て
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

ス
ル
ー
プ
ッ
ト
が
良
い
「H

arm
ony

」
は
３

Ｄ
照
射
や
照
射
野
が
小
さ
め
の
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
な
ど

に
活
用
し
て
お
り
、「V

ersa H
D

」
は
、
高
い

治
療
精
度
が
要
求
さ
れ
る
腫
瘍
に
対
し
て
の
治

療
を
中
心
に
使
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
エ
レ
ク
タ
製
リ
ニ
ア
ッ
ク
が
持
つ
治
療

精
度
の
性
能
で
あ
れ
ば
、３㎜
の
距
離
で
10　
Gy
、

６㎜
で
20　
Gy
の
線
量
勾
配
を
作
る
こ
と
も
可
能
で

す
。
現
在
、
特
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
膵
が
ん

へ
の
放
射
線
治
療
で
す
。
周
囲
に
あ
る
十
二
指
腸

や
胃
な
ど
、
放
射
線
に
弱
い
臓
器
を
避
け
て
術

前
照
射
す
れ
ば
、
膵
が
ん
に
対
す
る
手
術
の
難

易
度
が
下
が
り
、
外
科
の
医
師
に
も
喜
ば
れ
ま

す
の
で
、
な
ん
と
か
実
現
し
よ
う
と
計
画
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

「Elekta Harmony」は、ガントリ中央に大型モニタを設置。寝台は約 50 
㎝と低位置に下げることができ、車椅子の患者でも載せ替えが容易。患者
照合や固定具照合も簡便に行うことができ、業務の効率化だけでなく安全
性にも配慮された設計となっている。
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放
射
線
部
の
概
要
に
つ

い
て
、
同
部 

放
射
線
治
療
品
質
管
理
室
主
任
の

芝 

栄
志
氏
が
説
明
す
る
。

「
放
射
線
部
は
大
別
す
る
と
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
等
の

検
査
部
門
と
血
管
撮
影
部
門
、
核
医
学
及
び
放

射
線
治
療
の
３
部
門
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
診
療

放
射
線
技
師
は
55
名
が
所
属
し
て
お
り
、
そ
の

内
、
核
医
学
及
び
放
射
線
治
療
部
門
に
は
15
名

が
勤
務
し
て
い
ま
す
。
放
射
線
治
療
を
担
当
し

て
い
る
の
は
、
そ
の
内
の
11
名
で
す
。

　

放
射
線
部
で
は
、
若
手
の
技
師
を
中
心
に
各

部
署
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
担
当
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
専
門
性
を
確
保
す
る
た

め
、
放
射
線
治
療
で
は
５
名
の
診
療
放
射
線
技

師
が
専
従
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

リ
ニ
ア
ッ
ク
に
よ
る
外
照
射
は
１
日
平
均
で
約

80
件
実
施
し
て
い
ま
す
。
小
線
源
治
療
は
1
ヵ

月
で
４
件
程
度
、
ハ
イ
パ
ー
サ
ー
ミ
ア
は
年
間

１
０
０
件
の
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
ハ

イ
パ
ー
サ
ー
ミ
ア
は
臨
床
工
学
士
が
運
用
し
て
い

ま
す
」

「V
ersa H

D

」
導
入
以
前
は
、
や
や
旧
式
の
リ

ニ
ア
ッ
ク
２
台
で
放
射
線
治
療
を
行
っ
て
い
た
と

い
う
。

「
２
０
１
９
年
以
前
に
設
置
さ
れ
て
い
た
２
台
の

放
射
線
治
療
装
置
で
は
、
高
精
度
放
射
線
治
療

が
難
し
か
っ
た
の
で
、
新
し
く
建
設
さ
れ
た
南
別

館
に
１
台
目
の『Versa HD

』を
設
置
し
ま
し
た
。

本
来
は
旧
装
置
の
う
ち
、
１
台
を
撤
去
す
る
予

定
で
し
た
が
、『Versa HD

』
の
治
療
件
数
が
急

増
し
た
た
め
、
撤
去
を
中
止
し
て
、
と
り
あ
え
ず

３
台
体
制
で
運
用
を
行
っ
て
い
ま
し
た
」

　

１
台
目
の
「V

ersa H
D

」
導
入
時
を
振
り
返

り
、
芝
氏
は
放
射
線
治
療
の
件
数
が
急
に
増
え

た
と
感
じ
た
と
い
う
。

「
従
来
の
装
置
で
は
、
高
精
度
放
射
線
治
療
は
前

立
腺
が
ん
程
度
し
か
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

ハ
イ
ス
ペ
ッ
ク
な
『V

ersa H
D

』
に
よ
っ
て
定

位
照
射
を
含
み
、
急
に
さ
ま
ざ
ま
な
部
位
へ
の
高

精
度
放
射
線
治
療
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

放
射
線
治
療
の
件
数
が
急
増
し
た
の
で
す
」　

　

当
時
、
放
射
線
治
療
の
件
数
は
１
日
80
件
近

く
に
増
え
、
高
精
度
放
射
線
治
療
に
つ
い
て
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
を
「V

ersa H
D

」
で
実
施
。
従

来
装
置
は
、
３
Ｄ
照
射
な
ど
を
行
っ
て
い
た
と
い

産
業
医
科
大
学
病
院　

放
射
線
部 

放
射
線
治
療
品
質
管
理
室
主
任 

芝　

 

栄
志
氏
に
聞
く

同
部 

診
療
放
射
線
技
師

黒
木 

燎
平
氏
に
聞
く

■

産
業
医
科
大
学
病
院

高
性
能
リ
ニ
ア
ッ
ク
３
台
と
最
新
の
Ｑ
Ａ
ソ
リ
ュー
シ
ョ
ン
群
が

放
射
線
治
療
の
質
向
上
と
各
種
業
務
の
効
率
化
に
貢
献
す
る

2000 年鈴鹿医療科学大学卒。2022 年
広島大学大学院 医歯薬保健学研究科 
博士課程修了。社会医療法人高清会 
高井病院入職。2015 年産業医科大学
病院 放射線部入職、2018 年より現職。

芝　栄志（しば・えいじ）氏

「Elekta Harmony」および「Versa HD」線量分布図

あ
り
ま
す
。
こ
の
深
吸
気
息
止
め
照
射
を
す
る

際
に
、
治
療
計
画
用
Ｃ
Ｔ
室
に
設
置
し
た

「Sentinel

」
を
用
い
る
と
“
深
吸
気
息
止
め
”
の

状
態
を
治
療
計
画
段
階
で
把
握
し
、
そ
の
状
態

を
治
療
室
で
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
治

療
精
度
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

乳
腺
だ
け
で
な
く
、
肺
が
ん
や
膵
が
ん
で
も
利
用

で
き
な
い
か
、
検
討
中
で
す
。

　

な
お
、「Catalyst H

D

」は
３
台
の
リ
ニ
ア
ッ

ク
全
て
に
設
置
し
て
お
り
、
こ
れ
に
加
え
て
、

「Sentinel

」、
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｔ
を
フ
ル
活
用
し
て
、
治

療
精
度
を
担
保
し
て
い
ま
す
。

―
―
放
射
線
治
療
科
の
今
後
の
展
望
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

リ
ニ
ア
ッ
ク
３
台
体
制
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、

当
初
、
こ
の
南
別
館
が
建
て
ら
れ
た
と
き
に
思
い

描
い
て
い
た
体
制
が
形
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
れ
故
、
今
後
は
結
果
や
成
果
を
出
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
前
述
の
ハ

イ
パ
ー
サ
ー
ミ
ア
と
高
精
度
放
射
線
治
療
を
組

み
合
わ
せ
た
膵
が
ん
へ
の
臨
床
試
験
な
ど
に
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
放
射
線
治
療
の
件
数
増
加
の
た
め
の
方
策

は
、
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

放
射
線
治
療
科
は
、
他
の
診
療
科
と
の
連
携

を
密
に
す
る
こ
と
で
治
療
件
数
を
伸
ば
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
脳
の
定
位
照
射
を
例
に
挙
げ
ま
す

と
、
脳
転
移
に
対
す
る
定
位
照
射
を
行
っ
た
患

者
さ
ん
に
は
新
た
な
転
移
が
見
つ
か
る
こ
と
が
多

い
の
で
、
放
射
線
治
療
科
で
は
他
科
と
同
じ
曜
日

に
再
診
予
約
を
入
れ
て
、
一
緒
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て

い
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検

査
も
事
前
に
オ
ー
ダ
ー
し
て
お
き
、
頭
部
に
転
移

巣
が
見
つ
か
れ
ば
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
ぐ
治

療
し
ま
す
。

　

な
お
、
依
頼
さ
れ
た
治
療
を
行
う
だ
け
で
な

く
、
放
射
線
治
療
科
も
可
能
な
限
り
、
当
該
患

者
さ
ん
を
フ
ォ
ロ
ー
し
、
追
加
の
放
射
線
治
療

の
実
施
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
カ
ル

テ
に
放
射
線
治
療
の
成
果
を
画
像
等
を
含
め
明

確
に
残
し
て
他
科
の
医
師
た
ち
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
、
放
射
線
治
療
の
有
用
性
を
知
っ
て
も
ら
う

よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

―
―
３
台
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
全
て
に
光
学
式
ト
ラ
ッ

キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
実
装
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
の
「Versa HD

」
設
置
時
に
Ｃ-

Ｒ
Ａ
Ｄ
社
の
体
表
面
光
学
式
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
「Catalyst H

D

」
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ

の
シ
ス
テ
ム
は
光
学
式
な
の
で
無
被
ば
く
で
あ
り
、

胸
壁
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
位
の
皮
膚
の
動
き

を
モ
ニ
タ
ー
で
き
る
の
で
、
照
射
中
の
患
者
の
動

き
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
捉
え
、
よ
り
精
度
の
高
い

放
射
線
治
療
の
実
現
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

位
置
決
め
と
い
う
こ
と
で
は
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
に

搭
載
さ
れ
て
い
る
コ
ー
ン
ビ
ー
ム
Ｃ
Ｔ
（
Ｃ
Ｂ
Ｃ

Ｔ
）
も
た
い
へ
ん
優
れ
た
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
施
設
で
は
、
照
射
前
に
Ｃ
Ｔ
画
像
を
撮

影
し
て
、
治
療
計
画
用
の
Ｃ
Ｔ
画
像
と
マ
ッ
チ
ン

グ
を
行
い
、
線
量
分
布
を
修
正
し
た
り
し
て
い
ま

す
が
、
エ
レ
ク
タ
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
に
搭
載
さ
れ
て

い
る
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｔ
は
照
射
中
の
撮
像
も
可
能
で
す
。

例
え
ば
、
肺
が
ん
だ
と
照
射
中
微
妙
に
動
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
照
射
中
に
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｔ
で
撮
影

し
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
照
射
中
、
ど
の
部
分
に

実
際
に
照
射
が
為
さ
れ
た
か
の
答
え
合
わ
せ
が

で
き
る
の
で
す
。

　

肺
や
肝
臓
の
定
位
照
射
で
は
、
臓
器
が
動
く

の
で
、
狙
っ
た
が
ん
に
正
し
く
照
射
さ
れ
て
い
る

か
、
診
療
放
射
線
技
師
た
ち
も
不
安
を
抱
え
な

が
ら
照
射
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
３
台
の
リ

ニ
ア
ッ
ク
で
は
照
射
の
答
え
合
わ
せ
が
で
き
る
の

で
、
診
療
放
射
線
技
師
ら
に
と
っ
て
は
非
常
に
有

用
な
装
置
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
Ｃ-
Ｒ
Ａ
Ｄ
社
の
体
表
面
追
跡
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
「Sentinel
」
は
、
乳
腺
に
対
す
る

照
射
の
際
に
も
有
用
で
す
。
乳
が
ん
、
特
に
左
側

の
乳
房
に
あ
る
も
の
は
心
臓
に
近
い
の
で
、
心
臓

を
避
け
る
た
め
に
肺
を
膨
ら
ま
せ
て
心
臓
と
胸

壁
の
距
離
を
広
げ
た
状
態
で
照
射
す
る
必
要
が

ハ
イ
ス
ペッ
ク
な
リ
ニ
ア
ッ
ク
導
入
で

Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
や
定
位
照
射
の
件
数
が
大
幅
増

リ
ニ
ア
ッ
ク
「Versa HD

」

【図１】切除不能膵癌に対する等毒性高線量照射の線量およ
び線量体積分布。本症例では、PTV（計画標的体積）辺縁
の線量を 50 Gy ／ 25 分割とし、GTV（肉眼的腫瘍体積）内
の線量を最大 70 Gy ／ 25 分割（2 Gy 等価線量換算値 74 
Gy）まで増加させた線量分布を示している。消化管とターゲッ
トとの間の距離が 3 ㎜の位置で約 10 Gy、8 ㎜の位置では最
大 30 Gy 程度の急峻な線量勾配が形成されている。このよう
な線量分布の照射精度を担保するため、コーンビーム CT を
用いた位置合わせを行い、そのマッチング画像により日々の実
際の Delivered doseを計算・評価することが可能である。

【図２】脳転移に対するVMATを用いた定位照射の線量分布。
このような小さな脳転移に対しても、回転強度変調放射線治療

（VMAT）技術を用いて精密な線量設定を実施している。具
体的には、腫瘍中心部に 45 Gy、肉眼的腫瘍辺縁に 36 Gy、
さらにその 3 ㎜外側に 27 Gy を照射するよう計画。このように
小さなターゲットにおいても、わずかな距離で急峻な線量勾配
を形成することが可能であり、AgilityとMonaco の組み合わ
せによる“バーチャル 1 ㎜リーフ” 機能の有効性が確認できる。

【図３】10 個の多発脳転移に対するVMAT を用いた定位照
射の線量分布。1 つのアイソセンターで多数の脳転移に対して
定位照射を実施することが可能。上述したような急峻な線量勾
配を維持しつつ、照射時間を約 5 分程度に短縮できる点が大
きな利点である。
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2013 年群馬県立県民健康科学
大学卒。2015 年藤田保健衛生
大学（現・藤田医科大学）大学
院 保健学研究科 修士課程修了。
同年より産業医科大学病院 放射
線部入職、現在に至る。

黒木 燎平（くろき・りょうへい）氏

る
よ
う
に
な
り
、
日
常
業
務
の
効
率
化
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
ま
だ
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ニ

ン
グ
段
階
で
す
が
、
７
、８
割
は
Ｑ
Ａ
時
間
を
短

縮
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ら
の
先
端
機
器
の
お
か
げ
で
、
毎
日
80
件

も
の
治
療
件
数
で
も
、夕
方
４
時
、５
時
に
は
業

務
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
、“
働
き
方
改
革
”

に
も
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

芝
氏
も
、
同
様
に
Ｑ
Ａ
時
間
短
縮
の
効
果
を

高
く
評
価
し
て
い
る
。

「D
aily Q

A

、A
nnual Q

A

、Patient Q
A

全

て
で
、
効
率
化
と
業
務
時
間
短
縮
が
達
成
で
き

て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
Ｑ
Ａ
の
効
率
化
に

よ
っ
て
、
余
裕
が
で
き
た
分
を
他
の
業
務
や
研
究

な
ど
に
利
用
で
き
る
点
も
大
き
い
で
す
ね
。
時
間

的
余
裕
が
で
き
た
こ
と
で
、
余
暇
の
活
用
だ
け
で

な
く
、
研
究
や
勉
強
な
ど
の
選
択
肢
が
増
え
た

こ
と
は
嬉
し
い
で
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
装
置
を
使
い
こ
な
し
、

ビ
ー
ム
マ
ッ
チ
ン
グ
の
検
証
な
ど
、
臨
床
に
よ
り

直
結
し
た
形
の
研
究
を
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
」

備
さ
れ
て
い
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
が『Harm

ony

』

で
は
カ
ウ
チ
側
に
つ
い
て
い
て
、
寝
台
上
の
患
者

さ
ん
か
ら
離
れ
る
こ
と
な
く
装
置
を
操
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
寝
台
も
高
さ
50
㎝

程
度
ま
で
下
げ
る
こ
と
が
で
き
、
車
椅
子
の
患

者
さ
ん
で
も
載
せ
替
え
が
容
易
に
な
り
ま
し
た
」

　

黒
木
氏
も
、「H

arm
ony

」
の
安
全
面
や
ワ
ー

ク
フ
ロ
ー
改
善
に
関
す
る
多
彩
な
機
能
を
高
く

評
価
し
て
い
る
。

「
患
者
照
合
や
固
定
具
照
合
が
自
動
化
さ
れ
た
点

は
、
安
心
し
て
業
務
に
取
り
組
め
る
の
で
た
い
へ

ん
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
３
台
は
全
て
ビ
ー
ム
マ
ッ
チ
ン
グ
を
し

て
い
ま
す
か
ら
、
故
障
時
は
も
ち
ろ
ん
、
緊
急
照

射
が
入
っ
た
際
に
は
装
置
を
空
け
て
早
急
に
緊

急
照
射
を
行
い
、
他
の
装
置
に
患
者
さ
ん
を
振

り
替
え
て
照
射
す
る
な
ど
の
対
応
が
で
き
、
数

多
く
の
治
療
件
数
を
柔
軟
に
捌
く
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。
以
前
は
、
故
障
に
よ
り
治
療
で
き
な

い
と
患
者
さ
ん
に
謝
罪
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
が
無
く
な
っ
た
点
は
最
大
の
メ

リ
ッ
ト
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

新
リ
ニ
ア
ッ
ク
設
置
で
は
、
操
作
室
内
に
も
放

射
線
治
療
計
画
シ
ス
テ
ム
「M

onaco

」
を
実
装

し
た
。
そ
の
有
用
性
を
芝
氏
は
話
す
。

「『M
onaco

』
を
設
置
し
た
こ
と
で
、
治
療
プ
ラ

ン
の
変
更
や
修
正
プ
ラ
ン
を
医
師
に
提
案
し
た
り
、

確
認
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
デ
ー
タ
転
送
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
、
実

際
に
操
作
室
に
い
な
が
ら
『M

onaco

』
を
使
用

す
る
こ
と
は
多
く
、
業
務
の
効
率
化
を
実
現
で

き
て
い
ま
す
」

　

位
置
決
め
シ
ス
テ
ム
の
充
実
化
に
つ
い
て
も
黒

木
氏
は
評
価
す
る
。

「
３
台
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
に
は
全
て
『Catalyst

』
を

装
備
し
て
お
り
、
呼
吸
管
理
で
の
照
射
や
、
脳
の

定
位
照
射
に
お
い
て
患
者
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た

ズ
レ
を
自
動
で
す
ぐ
に
検
知
す
る
の
で
、
た
い
へ

ん
助
か
っ
て
い
ま
す
。『Sentinel

』
も
、
治
療
計

画
用
Ｃ
Ｔ
室
で
撮
影
し
た
画
像
を
治
療
室
内
に

あ
る
『Catalyst

』
で
確
認
で
き
、
位
置
決
め
シ

ス
テ
ム
が
充
実
し
た
こ
と
で
、
照
射
に
関
す
る
安

全
性
は
非
常
に
向
上
し
た
と
言
え
ま
す
」

　

２
０
２
５
年
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
導
入
で
は
、
こ
れ

以
外
に
も
Ｑ
Ａ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
「
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
」

を
導
入
す
る
な
ど
、
Ｑ
Ａ
業
務
を
効
率
化
す
る

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
数
多
く
導
入
し
て
い
る
。
黒
木

氏
が
そ
の
効
果
を
話
す
。

「
当
院
で
は
、
今
回
の
新
規
リ
ニ
ア
ッ
ク
導
入
に

合
わ
せ
て
Ｑ
Ａ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
『
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
』

やD
O

SIsoft

社
の
患
者
Ｑ
Ａ
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

『EPIbeam

』
と
い
っ
た
Ｑ
Ａ
機
器
を
導
入
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
機
器
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、

う
。
ま
た
、
同
じ
放
射
線
部 

診
療
放
射
線
技
師

の
黒
木
燎
平
氏
も
「V

ersa H
D

」
の
有
用
性
に

皆
驚
か
さ
れ
た
と
話
す
。

「
私
は
２
０
２
０
年
に
放
射
線
治
療
部
門
に
配
属

さ
れ
た
の
で
す
が
、『Versa HD

』
の
素
晴
ら
し

さ
を
医
師
だ
け
で
な
く
診
療
放
射
線
技
師
た
ち

も
分
か
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
脳
の
定
位
照
射
な

ど
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
で
実
施
し
て
大
丈
夫
か
と
心
配

に
も
な
り
ま
し
た
が
、
実
際
に
行
っ
て
み
る
と
、

治
療
時
間
も
短
く
腫
瘍
部
位
に
精
度
良
く
照
射

で
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、“
ち
ゃ
ん
と
当
て

ら
れ
る
ん
だ
”
と
驚
い
た
も
の
で
す
。
高
精
度
放

射
線
治
療
の
件
数
も
急
増
し
、
定
位
照
射
等
へ

の
工
夫
が
日
々
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
私
た
ち
診
療

放
射
線
技
師
も
成
長
し
た
と
実
感
し
ま
し
た
」

　

２
０
２
５
年
、
旧
装
置
２
台
を
撤
去
し
新
た
に

２
台
目
の「Versa HD

」と「Harm
ony

」
を
導
入
。

高
精
度
放
射
線
治
療
が
３
台
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
で
実

施
で
き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
た
。
芝
氏
は
、
新
リ

ニ
ア
ッ
ク「H

arm
ony

」
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ

う
に
話
す
。

「『Harm
ony

』
の
導
入
で
、
こ
れ
ま
で
、『Versa 

H
D

』
で
扱
い
難
か
っ
た
点
が
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

例
え
ば
、『Versa HD

』
で
は
ガ
ン
ト
リ
側
に
装

――産業医科大学病院の概要と診療の特
徴をお聞かせください。
　産業医科大学病院は、北九州市で唯一
の特定機能病院です。東側は福岡市東区、
西側は下関市、南側は大分県境までの広
い範囲を医療圏としており、それらの地域
における医療の “最後の砦” として、特に
急性期医療を中心とする高度な医療を提
供しています。
　加えて産業医科大学は、産業医学、つ
まり“働く人の健康を守る” ことをモットー
にしている大学です。働く人の健康を守る
と共に、治療と併せて仕事への復帰もサ
ポートすることに力を入れています。例え
ば、がん医療がその好例です。従来、が
んに罹患した患者さんは、病気の治療をし
ながら働くことは困難でした。現在では治
療技術が進歩し、手術療法では侵襲性の
低い手術が可能となっていますし、化学療
法や放射線治療も副作用がかなり低減さ
れ、外来で通院しながらの治療が可能に
なるなど、仕事をしながら治療ができるよ
うになってきています。
　しかし、一方で職場と病院間にある障壁
が厚く、患者さんが結局満足に働けてい
ないケースも見られます。つまり、がんに
罹患した患者さんが勤める企業側が “がん
に罹った人は満足に仕事ができない” と決
めつけてしまうことが多いのです。これは、
職場側は病院での治療の様子が見えず、

病院側は職場の不安感が見えないという
“障壁” があるから起こる問題です。
　一方、日本の労働人口は減少の一途を
辿っており、昔ならとっくにリタイアした
高齢者の方、あるいはがん治療を継続し
ているような方にも働いてもらわないと日
本の国が成り立たなくなるような状態に
なっています。そこで、当院では、患者さ
んの治療と仕事の両立をサポートすること
に取り組んでいます。 
　産業医科大学病院では 2018 年に両立支
援科を設立しました。同科では、患者さん
が入院する際、将来的な職場復帰へのサ
ポートを希望される方には、当院の産業医
や看護師、ソーシャルワーカー等のスタッ
フがチームを組み、治療と仕事の両立支
援を行っています。ロボット手術や最新の
放射線治療を提供するなど最先端の高度
な医療を提供するとともに、このように患
者さんの就労支援を実施している点が、当
院最大の特徴です。
――2025 年に放射線治療装置を 3 台体制
としたことについてお聞かせください。
　放射線治療は技術的な進展により、そ
の治療適用が広がってきています。手術
療法に比べて低侵襲であり、部位によって
は手術療法と同等の治療成績を挙げるも
のもあります。また、転移巣についても、
その部分を狙い撃ちして治療することによ
り、緩和的な治療にも成果を挙げることが

期待されます。
　例えば、昔は脳に転移したがんについ
て、全脳照射しかありませんでした。しか
し、全脳照射では、がんでない部位、例
えば視床下部にも放射線が当てられてし
まい、患者さんの認知機能が落ちてしまう
問題点がありました。幸い認知機能の低下
は、治療後１、２年から発症するため、以
前の肺がん患者さんが脳にがんが転移し
た場合、肺がんの平均余命が１～２年程
度だったこともあって大きな問題とはなっ
ていませんでした。しかし、最近は肺がん
の治療成績が向上し、余命も長くなったこ
とから、この問題がクローズアップされる
ようになっています。当院の放射線治療装
置は、これらの転移巣をピンポイントで狙
い撃ちできるので、患者さんの QOL を高
められ、当院の目指す就労支援に貢献でき
る点に大いに期待しています。
――産業医科大学病院の課題と展望につ
いてお聞かせください。
　2019年に竣工した放射線治療用の南別
館や急性期診療棟を整備し、最新式の治
療設備にアップデートしています。これら
によって急性期医療については、非常に快
適な環境で高度な医療を提供できる体制
ができたと自負しています。一方で、病棟
を始めとする当院本館は 1979 年の開院以
来の建物であり、建設から 40 年以上が経
過して老朽化が問題視されています。本
館を建て直して、より快適な医療環境を提
供することが重要ですが、病院経営が厳
しさを増す中、予算を確保するのは困難な
状況です。しかし、今後は病院収益を改
善させ、新しい病棟のリニューアルを進め
ていきたいと考えています。

産業医科大学病院
病院長

“働く人の健康を守る”をモットーに患者の就労支援を実施
がん患者のQOL向上等、放射線治療に対する期待は高い

田中 文啓氏に聞く

産業医科大学病院 病院長の田中文啓氏に同院の概要と
診療の特徴、がん治療に対しての増設したリニアックをはじめとする
放射線治療への期待等について、話を聞いた。

ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
迅
速
化
や
安
全
性
向
上
等
、

リ
ニ
ア
ッ
ク
３
台
で
業
務
効
率
化
を
推
進

「Versa HD

」「Elekta Harm
ony

」
増
設
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1979 年 7 月に診療を開始した産業医科
大学病院は、北九州唯一の大学病院及
び特定機能病院として地域に高度な医
療を提供しており、令和６年度実績で
新規入院患者数は 1 万8054名、新規外
来患者数は３万9544名を数える。2023
年８月には、最新の高度な急性期医療を
担う新しい急性期診療棟をオープン。
急性期医療に関わる最新の医療技術の
集約と部門の強化を図ると共に、同大
学ならではの産業医養成に係る臨床教
育の機能も併せて強化している。

所在地：福岡県北九州市八幡西区
　　　　医生ケ丘 1 番 1 号
病院長：田中文啓
病床数：664床 (一般病床638床、
　　　　精神病床22床、休床4床 )

産業医科大学病院
こ
れ
ま
で
手
作
業
で
行
わ
れ
て
い
た
日
常
点
検
や

デ
ー
タ
取
得
が
自
動
化
さ
れ
、
業
務
効
率
が
大

幅
に
向
上
し
て
い
ま
す
。
特
に
患
者
Ｑ
Ａ
に
つ
い

て
は
、
従
来
の
『D

elta4

』
か
ら
『EPIbeam

』

に
変
わ
っ
た
こ
と
が
大
き
い
で
す
ね
。
電
子
ポ
ー

タ
ル
画
像
装
置
（
Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｄ
）
の
活
用
に
よ
っ
て
、

操
作
パ
ネ
ル
上
で
治
療
計
画
と
実
際
の
治
療
線

量
の
一
致
度
を
高
精
度
か
つ
短
時
間
で
確
認
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
日
常
業
務
の
効
率
化
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
ま
だ
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ニ

ン
グ
段
階
で
す
が
、
７
、８
割
は
Ｑ
Ａ
時
間
を
短

縮
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ら
の
先
端
機
器
の
お
か
げ
で
、
毎
日
80
件

も
の
治
療
件
数
で
も
、夕
方
４
時
、５
時
に
は
業

務
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
、“
働
き
方
改
革
”

に
も
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

芝
氏
も
、
同
様
に
Ｑ
Ａ
時
間
短
縮
の
効
果
を

高
く
評
価
し
て
い
る
。

「D
aily Q

A

、A
nnual Q

A

、Patient Q
A

全

て
で
、
効
率
化
と
業
務
時
間
短
縮
が
達
成
で
き

て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
Ｑ
Ａ
の
効
率
化
に

よ
っ
て
、
余
裕
が
で
き
た
分
を
他
の
業
務
や
研
究

な
ど
に
利
用
で
き
る
点
も
大
き
い
で
す
ね
。
時
間

的
余
裕
が
で
き
た
こ
と
で
、
余
暇
の
活
用
だ
け
で

な
く
、
研
究
や
勉
強
な
ど
の
選
択
肢
が
増
え
た

こ
と
は
嬉
し
い
で
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
装
置
を
使
い
こ
な
し
、

ビ
ー
ム
マ
ッ
チ
ン
グ
の
検
証
な
ど
、
臨
床
に
よ
り

直
結
し
た
形
の
研
究
を
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
」

備
さ
れ
て
い
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
が『Harm

ony

』

で
は
カ
ウ
チ
側
に
つ
い
て
い
て
、
寝
台
上
の
患
者

さ
ん
か
ら
離
れ
る
こ
と
な
く
装
置
を
操
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
寝
台
も
高
さ
50
㎝

程
度
ま
で
下
げ
る
こ
と
が
で
き
、
車
椅
子
の
患

者
さ
ん
で
も
載
せ
替
え
が
容
易
に
な
り
ま
し
た
」

　

黒
木
氏
も
、「H

arm
ony

」
の
安
全
面
や
ワ
ー

ク
フ
ロ
ー
改
善
に
関
す
る
多
彩
な
機
能
を
高
く

評
価
し
て
い
る
。

「
患
者
照
合
や
固
定
具
照
合
が
自
動
化
さ
れ
た
点

は
、
安
心
し
て
業
務
に
取
り
組
め
る
の
で
た
い
へ

ん
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
３
台
は
全
て
ビ
ー
ム
マ
ッ
チ
ン
グ
を
し

て
い
ま
す
か
ら
、
故
障
時
は
も
ち
ろ
ん
、
緊
急
照

射
が
入
っ
た
際
に
は
装
置
を
空
け
て
早
急
に
緊

急
照
射
を
行
い
、
他
の
装
置
に
患
者
さ
ん
を
振

り
替
え
て
照
射
す
る
な
ど
の
対
応
が
で
き
、
数

多
く
の
治
療
件
数
を
柔
軟
に
捌
く
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。
以
前
は
、
故
障
に
よ
り
治
療
で
き
な

い
と
患
者
さ
ん
に
謝
罪
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
が
無
く
な
っ
た
点
は
最
大
の
メ

リ
ッ
ト
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

新
リ
ニ
ア
ッ
ク
設
置
で
は
、
操
作
室
内
に
も
放

射
線
治
療
計
画
シ
ス
テ
ム
「M

onaco

」
を
実
装

し
た
。
そ
の
有
用
性
を
芝
氏
は
話
す
。

「『M
onaco

』
を
設
置
し
た
こ
と
で
、
治
療
プ
ラ

ン
の
変
更
や
修
正
プ
ラ
ン
を
医
師
に
提
案
し
た
り
、

確
認
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
デ
ー
タ
転
送
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
、
実

際
に
操
作
室
に
い
な
が
ら
『M

onaco

』
を
使
用

す
る
こ
と
は
多
く
、
業
務
の
効
率
化
を
実
現
で

き
て
い
ま
す
」

　

位
置
決
め
シ
ス
テ
ム
の
充
実
化
に
つ
い
て
も
黒

木
氏
は
評
価
す
る
。

「
３
台
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
に
は
全
て
『Catalyst

』
を

装
備
し
て
お
り
、
呼
吸
管
理
で
の
照
射
や
、
脳
の

定
位
照
射
に
お
い
て
患
者
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た

ズ
レ
を
自
動
で
す
ぐ
に
検
知
す
る
の
で
、
た
い
へ

ん
助
か
っ
て
い
ま
す
。『Sentinel

』
も
、
治
療
計

画
用
Ｃ
Ｔ
室
で
撮
影
し
た
画
像
を
治
療
室
内
に

あ
る
『Catalyst

』
で
確
認
で
き
、
位
置
決
め
シ

ス
テ
ム
が
充
実
し
た
こ
と
で
、
照
射
に
関
す
る
安

全
性
は
非
常
に
向
上
し
た
と
言
え
ま
す
」

　

２
０
２
５
年
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
導
入
で
は
、
こ
れ

以
外
に
も
Ｑ
Ａ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
「
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
」

を
導
入
す
る
な
ど
、
Ｑ
Ａ
業
務
を
効
率
化
す
る

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
数
多
く
導
入
し
て
い
る
。
黒
木

氏
が
そ
の
効
果
を
話
す
。

「
当
院
で
は
、
今
回
の
新
規
リ
ニ
ア
ッ
ク
導
入
に

合
わ
せ
て
Ｑ
Ａ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
『
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
』

やD
O

SIsoft

社
の
患
者
Ｑ
Ａ
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

『EPIbeam

』
と
い
っ
た
Ｑ
Ａ
機
器
を
導
入
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
機
器
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、

う
。
ま
た
、
同
じ
放
射
線
部 

診
療
放
射
線
技
師

の
黒
木
燎
平
氏
も
「V

ersa H
D

」
の
有
用
性
に

皆
驚
か
さ
れ
た
と
話
す
。

「
私
は
２
０
２
０
年
に
放
射
線
治
療
部
門
に
配
属

さ
れ
た
の
で
す
が
、『Versa HD

』
の
素
晴
ら
し

さ
を
医
師
だ
け
で
な
く
診
療
放
射
線
技
師
た
ち

も
分
か
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
脳
の
定
位
照
射
な

ど
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
で
実
施
し
て
大
丈
夫
か
と
心
配

に
も
な
り
ま
し
た
が
、
実
際
に
行
っ
て
み
る
と
、

治
療
時
間
も
短
く
腫
瘍
部
位
に
精
度
良
く
照
射

で
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、“
ち
ゃ
ん
と
当
て

ら
れ
る
ん
だ
”
と
驚
い
た
も
の
で
す
。
高
精
度
放

射
線
治
療
の
件
数
も
急
増
し
、
定
位
照
射
等
へ

の
工
夫
が
日
々
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
私
た
ち
診
療

放
射
線
技
師
も
成
長
し
た
と
実
感
し
ま
し
た
」

　

２
０
２
５
年
、
旧
装
置
２
台
を
撤
去
し
新
た
に

２
台
目
の「Versa HD

」と「Harm
ony

」
を
導
入
。

高
精
度
放
射
線
治
療
が
３
台
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
で
実

施
で
き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
た
。
芝
氏
は
、
新
リ

ニ
ア
ッ
ク「H

arm
ony

」
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ

う
に
話
す
。

「『Harm
ony

』
の
導
入
で
、
こ
れ
ま
で
、『Versa 

H
D

』
で
扱
い
難
か
っ
た
点
が
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

例
え
ば
、『Versa HD

』
で
は
ガ
ン
ト
リ
側
に
装

放射線治療計画システム「Monaco」で放射線治療計画を作成
している黒木氏。演算速度が向上したことで「治療計画作成時
間が大幅に短縮された」と、同院スタッフから高い評価を得ている。

リニアック「Harmony」の操作卓。「Versa HD」とビームマッチング
することで、故障時や緊急照射の際、リニアックを変更しての照射
が可能となっている。

新
規
導
入
の
Ｑ
Ａ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョン
で

業
務
効
率
化
と
労
働
負
荷
軽
減
を
実
現

Ｑ
Ａ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
「
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
」
他




